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【授業の目的・ねらい】 
医療保険法をはじめ、年金保険法、雇用保険法、労働者災害補償保険法、介護保険法について、その基本的 

構造と考え方を習得する。併せて、社会保障制度の現代的課題と政策の動向についても理解を深め、ソーシャ 
ルワーク実践が展開できるよう基礎教養を身につける。 

【授業全体の内容の概要】 
「現代社会と社会保障」、「社会保障の概念や対象およびその理念」、「社会保障の財政」、「社会保険・社会扶助・ 
民間保険の関係」、「社会保障制度の体系」、「諸外国における社会保障制度」について学ぶ。 

【授業修了時の達成課題 (到達目標)】 
１．現代社会と社会保障について説明ができる。 
２．社会保障の概念や対象およびその理念について説明ができる。 
３．社会保障の財政について説明ができる。 
４．社会保険・社会扶助・民間保険の関係について説明ができる。  
５．社会保障制度の体系について説明ができる。 
６．諸外国における社会保障制度について説明ができる。 

【授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法】 
  １．オリエンテーション（シラバス、国家試験の傾向） 
  ２．人口動態の変化 
  ３．経済環境の変化 
  ４．労働環境の変化 
  ５．社会保障の概念と範囲 
  ６．社会保障の目的 
  ７．社会保障の機能 
  ８．社会保障の対象 
  ９．社会保障制度の歴史 
１０．社会保険給付費① 
１１．社会保険給付費② 
１２．社会保障の費用負担 
１３．社会保険の概念と範囲 
１４．社会扶助の概念と範囲 
１５．まとめ 
前期末試験 

 
１６．公的保険と民間保険の現状① 
１７．公的保険と民間保険の現状② 
１８．医療保険制度の概要① 
１９．医療保険制度の概要② 
２０．介護保険制度の概要① 
２１．介護保険制度の概要② 
２２．年金保険制度の概要① 
２３．年金保険制度の概要② 
２４．労災保険制度と雇用保険制度の概要① 
２５．労災保険制度と雇用保険制度の概要② 
２６．生活保護制度の概要① 
２７．生活保護制度の概要② 
２８．社会手当制度の概要 

２９．社会福祉制度の概要 

３０．諸外国における社会保障制度 
後期末試験 

【使用テキスト・参考文献】 
最新 社会福祉士養成講座７ 

「社会保障」 中央法規出版 

【単位認定の方法及び基準】 

授業態度、積極性、提出物、試験、出席状況から総合的 

に評価する 

総合評価により単位認定 

評価基準：６割以上の成績をもって合格とする 

 


